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公益社団法人福岡県看護協会総会議事運営規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益社団法人福岡県看護協会定款

細則（以下「定款細則」という。）第 18 条の規定によ

り、公益社団法人福岡県看護協会（以下「本会」とい

う。）の総会（以下「総会」という。）の運営に関し必要

な事項を定める。 

 

（登録） 

第２条 本会の代議員（以下「代議員」という。）は、総

会の開会時刻までに登録を済ませ、代議員章を装着し、

議場に着席しておかなければならない。 

 

（役員等の出席） 

第３条 理事及び監事は、やむを得ない事由がある場合

を除き、総会に出席しなければならない。 

２ 本会の職員等は、理事及び監事を補助するため、議長

の許可を得て総会に出席することができる。 

 

（議長団選任前の進行） 

第４条 議長団が選任されるまでの間は、会長を仮議長

とし、会長の指名した者（以下「会長指名者」という。）

が総会の進行を司るものとする。 

 

（総会成立宣言） 

第５条 公益社団法人福岡県看護協会定款（以下「定款」

という。）第 16 条に定める総会成立要件（以下「定足

数」という。）が満たされたときは、会長指名者は、会

長の指示により総会の成立を宣言する。 

 

（開会時刻の繰下げ） 

第６条 会長は、総会に出席した代議員（以下「出席代議

員」という。）及び定款第 18 条第１項の規定により委

任状等を提出した者（以下「委任状等提出者」という。）

の数が定足数に満たないとき、その他総会を開会する

につき重大な支障があると認められるときは、総会の

開会時刻を繰り下げることができる。この場合におい

て、会長指名者は、既に入場している代議員等に対し、

遅滞なく繰り下げられた総会の開会時刻を通知しなけ

ればならない。 

 

（議長団の選任） 

第７条 仮議長は、定款第15条第２項の規定により、出

席代議員の承認を得て、議長団の選任を行うものとす

る。 

 

（議長職務の分担） 

第８条 議長団は、議長団席に着き、定款細則第17条の

規定により、議事進行における議長職務の分担につい

て協議決定する。 

 

（議案の提出） 

第９条 会長又は定款細則第 17 条の２第１項の規定に

よる議題提案者は、総会に付する議案を、文書をもっ

て議長に提出しなければならない。 

 

（趣旨説明） 

第 10 条 議長は、前条の規定により提出された議案に

ついて、その提出者に趣旨説明を行わせた後、審議に

入るものとする。 

 

（関連議案の一括審議） 

第 11 条 議長は、関連する議案については、総会に諮

り、これらを一括して議題とすることができる。 

 

（発言）  

第12条 出席代議員及び代議員以外の会員は、発言しよ

うとするときは、指定のマイクの前に立ち、議長から

許可を受けた後に発言するものとする。発言に先立ち、

自己の氏名、職種及び所属を言わなければならない。 

２ 議長は、発言を求める者が２人以上あるときは、原

則として、先に発言を求めた者から順次発言を許可す

る。 

３ 議長は、討論のため発言しようとするときは、議長

席に代理人を置き、降壇して代議員席に着いて発言し

なければならない。 

４ 前項の規定により議長が討論に参加したときは、そ

の議題の採決が終わるまで議長席に復することはでき

ない。 

５ 発言者は、簡潔明瞭に発言しなければならない。 

６ 議長は、議事の進行上必要があると認めるときは、

発言時間を制限することができる。 

 

（質疑）  

第13条 出席代議員は、議題に関する事項の説明又は報

告の終了後に、当該議題について自由に質疑をするこ

とができる。 

２ 代議員以外の会員は、議長の指定する時間帯におい

て、議題について質疑をすることができる。 

 

（応答の省略） 

第 13 条の２ 前条の質疑が次に掲げる場合のいずれか

に該当するときは、当該質疑に応答しないことができ

る。 

（１）質疑の内容が当該総会の目的事項に関しないもの

である場合 

（２）応答することにより会員の共同の利益を著しく害
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する場合 

（３）応答することにより本会、当該代議員又は当該会

員を除くその他の者の権利を侵害することとなる場合 

（４）応答するために調査を行うことが必要である場合 

（５）質疑が重複する場合 

（６）その他応答しないことについて正当な理由がある

場合 

 

（討論・採決） 

第14 条 議長は、質疑が終結したときは、質疑の終結を

宣言し、議案を討論に付する。 

２ 議長は、討論が終結したとき、討論の終結を宣言し、

議案を採決に付する。 

 

（動議の提出） 

第 15 条 議長は、出席代議員から動議の提出があった

ときは、当該代議員に当該動議の説明を求め、第16条

及び第 17条の規定並びに議長の議事進行に基づき、当

該動議を議題とするか否か判断する。ただし、当該動

議が第 17条の２の規定に該当する場合は、この限りで

はない。 

 

（優先動議） 

第16 条 次の動議は、他の議事に優先して取り扱い、少

なくとも賛成及び反対それぞれ１名の討論の後、採決

を行うものとする。 

（１）議事の進行、討論の打切り、休憩又は休会に関する

もの 

（２）議長不信任に関するもの 

（３）総会の秩序保持に関するもの 

２ 前項第２号の審議においても、議長は職務を行うこ

とができるものとする。 

３ 第１項各号の動議の採決については、定款第17条第

１項及び第２項の規定が適用される。 

 

（議案の修正） 

第 17 条 議案を修正しようとする出席代議員は、修正

案をあらかじめ議長に提出し、その趣旨を説明しなけ

ればならない。 

２ 議長は、当該議案及び当該修正案に関する討論の終

結後、まず当該修正案について採決を行うものとする。 

３ 同一議案について複数の修正案が提出されたときは、

議長が採決の順序を決める。 

４ 議長は、修正案が全て否決されたときは当該議案に

ついて、修正案が可決されたときは修正後の議案につ

いて、採決を行うものとする。 

 

（動議の却下） 

第17 条の２ 議長は、次のいずれかに該当する場合は、

直ちに動議を却下することができる。 

（１）当該動議に関わる議題の審議に入っていないとき、

又は審議を終了したとき。 

（２）当該動議と同一の内容の動議が既に否決されてい

るとき。 

（３）当該動議が総会の議事を妨害するために提出され

たと認められるとき。 

（４）当該動議が法令、定款その他本会が定める規則等

に適合しないとき又は権利の濫用に当たるとき。 

 

（秩序の維持） 

第18 条 議長は、総会の秩序を乱す行為、品位を傷つけ

る行為又は議長の許可を得ない発言があったときは、

これを制止し、又は発言を取り消させることができる。 

 

（調査委員会） 

第 19 条 議長は、議案に関する調査が必要であると認

めるときは、当該調査の目的及び内容を明らかにした

上で、会議に諮り、調査委員会の設置を会長に求める

ことができる。 

２ 会長は、前項の求めがあったときは、速やかに調査

委員会を設置し、必要な調査を行わせ、次回以降の総

会においてその調査結果を報告するものとする。 

 

（議事の終了） 

第20 条 議長は、全ての議事が終了したときは、議事の

終了を宣言する。 

 

（議事録） 

第 20 条の２ 定款第 19条に定める議事録には、次に掲

げる事項を記載する。 

（１）総会が開催された日時、場所及び議題 

（２）総会の議事の経過の要領及びその結果 

（３）監事の意見又は発言の概要 

（４）総会に出席した理事及び監事の氏名 

（５）議長の氏名 

（６）出席代議員及び委任状等提出者の数 

（７）決議事項 

（８）議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 

（９）その他議長において必要と認めた事項 

 

（総会の結果通知） 

第 21 条 会長は、会員及び総会を欠席した代議員に対

し、適宜な方法により総会の結果を通知しなければな

らない。 

 

（規程の改廃） 

第22 条 この規程の改廃は、理事会の議決により行うも

のとする。 
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附 則 

この規程は、公益社団法人福岡県看護協会の設立の登

記の日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年５月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、最初の代議員による総会の日から施行す

る。 

附 則 

 この規程は、令和６年11月７日から施行する。 


